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東広島市

産業振興基本条例を制定しました

【表紙写真】
産業振興基本条例の制定を要望されていた
市内商工会議所・商工会のみなさん
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【監査委員】
（議会選出）

池田　隆興
（創生会）

【副議長】

奥谷　求
（創志会）

【議　長】

牧尾　良二
（威信会）

昭和20年１月２日生まれ
黒瀬町宗近柳国288番地２
【ひと言】
監査委員として市の財政の健
全化に努めます。

昭和33年10月９日生まれ
西条町寺家4845番地1-603
【ひと言】
議会提案・審議の質をよ
り高め、政策推進！

昭和27年３月28日生まれ
志和町志和堀3535番地３
【ひと言】
“無心不立”中核市を目指し
議会運営に努めます。

新しい議会構成が決まりました。
� （平成29年７月31日現在）

６月22日に、新しい議会構成が決まりました。

議長あいさつ
　このたび、議員各位の推挙を賜り、議長職を拝命することとなりました。職責の重大
さを痛感し、身の引き締まる思いです。
　本市議会では、これまで議会からの政策立案や政策提言などの議会改革に取り組んで
来たところですが、今後、より一層、これらを推進するとともに、開かれた東広島市議
会を実現し、二元代表制の一翼を担う者として、皆さまの声を市政に反映できる市民の
代表機関を目指してまいります。
　引き続き、皆さまの一層のご支援とご理解を賜りますようお願い申し上げます。
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昭和26年10月17日生まれ
河内町中河内1209番地３
【ひと言】
市政の方向性を決める政策
議論を尽くします

高
橋　
典
弘

（
威
信
会
）

昭和22年５月27日生まれ
安芸津町風早895番地２
【ひと言】
行政への提言
市民の皆さんに誠実

中
平　
好
昭

（
誠
志
会
）

昭和20年１月２日生まれ
黒瀬町宗近柳国288番地２
【ひと言】
市民の安心安全のための施
策を推進します

池
田　
隆
興

（
創
生
会
）

昭和30年２月10日生まれ
西条町下三永827番地
【ひと言】
心豊かなまちづくりを目指
します

玉
川　
雅
彦

（
創
志
会
）

昭和33年10月９日生まれ
西条町寺家4845番地1-603
【ひと言】
政策に強い議員、立法能力
の向上を目指します。

奥
谷　
求

（
創
志
会
）

昭和34年２月28日生まれ
高屋町宮領148番地３
【ひと言】
決してあきらめない

大
谷　
忠
幸

（
街
お
こ
し
を
め
ざ
す
会
）

昭和28年８月21日生まれ
黒瀬切田が丘二丁目10番５号
【ひと言】
市民の視点で行政・議会の
再構築に挑みます

竹
川　
秀
明

（
公
明
党
）

昭和38年１月16日生まれ
西条町寺家4280番地12
【ひと言】
学びや福祉の向上を念頭に
提言していきます

中
川　
修

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

昭和34年６月１日生まれ
高屋町高屋東1916番地16
【ひと言】
住み良いと実感できる街作
りに取り組みます

委
員
長

鈴
木　
利
宏

（
創
生
会
）

昭和34年４月30日生まれ
西条町寺家4951番地１
【ひと言】
市民のために、ひたすらが
んばります

副
委
員
長

貞
岩　
敬

（
創
生
会
）

昭和26年11月20日生まれ
八本松町正力1382番地２
【ひと言】
各委員の考えを効果的に引
き出し集約してゆく

委
員
長

重
光　
秋
治

（
威
信
会
）

昭和41年12月１日生まれ
安芸津町風早1256番地
【ひと言】
教育　福祉　子育て施策に
一生懸命取り組みます

副
委
員
長

岩
崎　
和
仁

（
創
生
会
）

総
務
委
員
会
（
８
人
）

総
務
部・政
策
企
画
部・財
務
部・会
計
管

理
室・消
防
局
の
所
管
事
項
、他
の
委
員

会
が
所
管
し
な
い
事
項
を
審
査
し
ま
す

文
教
厚
生
委
員
会
（
７
人
）

健
康
福
祉
部
・
こ
ど
も
未
来
部
・

教
育
委
員
会
の
所
管
事
項
を
審
査
し
ま

す



市議会だより　2017.9 page.04

昭和35年２月28日生まれ
安芸津町三津4654番地
【ひと言】
現場目線と議会主導で地域
活性化を図ります

委
員
長

宮
川　
誠
子

（
威
信
会
）

昭和30年６月26日生まれ
八本松南一丁目13番21-9号
【ひと言】
地域課題を掘り起こし解決
します

副
委
員
長

大
道　
博
夫

（
創
志
会
）

昭和35年９月19日生まれ
高屋町大畠549番地98
【ひと言】
一人ひとりが輝く東広島の
実現を！

加
根　
佳
基

（
公
明
党
）

昭和30年５月25日生まれ
河内町入野2139番地18
【ひと言】
市民協働のまちづくりで、
地域の活性化を！

乗
越　
耕
司

（
誠
志
会
）

昭和34年３月11日生まれ
西条町吉行1429番地２
【ひと言】
市民の皆様の声をしっかり
と市政に届けます

岡
田　
育
三

（
創
生
会
）

昭和25年10月18日生まれ
高屋高美が丘四丁目７番１号
【ひと言】
市民のため真っ向勝負。後
半戦も全力投球します

重
森
佳
代
子

（
創
生
会
）

昭和27年11月29日生まれ
西条町寺家7091番地11
【ひと言】
子育て・教育・医療・介護
等課題の調査研究

小
川　
宏
子

（
公
明
党
）

昭和34年４月17日生まれ
志和町志和堀1281番地１
【ひと言】
平和で福祉、教育が市民一
人ひとりに届く市政

谷　
　
晴
美

（
日
本
共
産
党
）

市
民
経
済
委
員
会
（
７
人
）

生
活
環
境
部
・
産
業
部
の

�

所
管
事
項
を
審
査
し
ま
す

　

議
会
運
営
・
会
議
規
則
・
委
員
会

条
例
等
に
関
す
る
事
項
と
議
長
の
諮

問
に
関
す
る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

委 

員 

長　

高
橋　

典
弘

副
委
員
長　

天
野　

正
勝

委
員

　

北
林　

光
昭　

加
藤　

祥
一

　

宮
川　

誠
子　

中
平　

好
昭

　

小
川　

宏
子　

石
原　

賢
治

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
編
集
な
ど
、
議
会
の
広
報
・
広

聴
に
関
す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

委 

員 

長　

北
林　

光
昭

副
委
員
長　

玉
川　

雅
彦

委
員

　

岩
崎　

和
仁　

中
川　

修

　

貞
岩　

敬　
　

大
谷　

忠
幸

　

重
光　

秋
治　

加
根　

佳
基

　

宮
川　

誠
子　

乗
越　

耕
司

広
報
広
聴
委
員
会
（
10
人
）

議
会
運
営
委
員
会
（
８
人
）

そ
の
他
の
委
員
会
等
の

構
成
も
決
定

昭和28年12月10日生まれ
黒瀬町乃美尾744番地１
【ひと言】
「子育て環境の充実」を中心
に取り組みます

北
林　
光
昭

（
創
生
会
）
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昭和27年１月１日生まれ
西条町御薗宇6912番地
【ひと言】
〔環境・産業・生活〕先進都
市をめざします

赤
木　
達
男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

昭和38年６月25日生まれ
高屋町溝口676番地
【ひと言】
庁舎内における効率化を目
指します

山
下　
守

（
守
東
会
）

昭和25年６月30日生まれ
西条町田口1505番地
【ひと言】
市民の意見を聴き議会の役
割や責任を果たす

石
原　
賢
治

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

昭和45年10月23日生まれ
志和町奥屋629番地１
【ひと言】
次世代を見据え、誠実に一
生懸命努力します

天
野　
正
勝

（
創
志
会
）

昭和20年１月24日生まれ
福富町下竹仁1960番地
【ひと言】
地域住民の負託にこたえま
す

杉
原　
邦
男

（
威
信
会
）

昭和27年11月５日生まれ
西条町御薗宇3339番地
【ひと言】
市民目線で住みよいまちづ
くりを目指します

委
員
長

加
藤　
祥
一

（
創
生
会
）

昭和18年11月26日生まれ
黒瀬町津江6118番地１
【ひと言】
次世代につながる故郷をめ
ざして更なる飛躍

梶
谷　
信
洋

（
誠
志
会
）

昭和34年１月22日生まれ
西条岡町５番22号
【ひと言】
安心安全で災害に強いまち
づくりを進めます

副
委
員
長

坪
井　
浩
一

（
創
生
会
）

建
設
委
員
会
（
７
人
）

建
設
部
・
都
市
部
・
下
水
道
部
・
水
道

局
の
所
管
事
項
を
審
査
し
ま
す

　

市
政
に
関
す
る
重
要
な
政
策
及
び

課
題
に
対
し
て
、
議
員
が
相
互
に
認

識
を
深
め
、
合
意
形
成
を
図
り
、
政

策
立
案
等
を
推
進
し
ま
す
。

委 

員 

長　

岡
田　

育
三

副
委
員
長　

中
川　

修

委
員

　

坪
井　

浩
一　

大
道　

博
夫

　

重
光　

秋
治　

乗
越　

耕
司

　

高
橋　

典
弘　

小
川　

宏
子

政
策
研
究
会
（
８
人
）

　

東
広
島
市
・
竹
原
市
・
大
崎
上
島

町
で
組
織
し
、
ご
み
・
し
尿
処
理
事

務
を
共
同
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合

の
議
員
で
す
。

議
員

　

玉
川　

雅
彦　

北
林　

光
昭

　

加
藤　

祥
一　

杉
原　

邦
男

　

竹
川　

秀
明　

中
平　

好
昭

　

赤
木　

達
男

広
島
中
央
環
境
衛
生
組
合
議
員（
７
人
）
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※（１）…企業または団体の本拠から離れた所に設置されたオフィスのこと。
※（２）…�神山町で実践されている、将来町にとって必要な働き手や起業家を、受け入れ側

から逆指名するというシステム。

一 般 質 問
実
効
性
の
あ
る
定
住
・
移
住

対
策
シ
ス
テ
ム
の
確
立

質問した項目
■「神山モデル」の検証
■定住・移住対策事業

高
た か

橋
は し

　典
の り

弘
ひ ろ

（威信会）

神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
の
考
察
を
問
う

質

問

　
神
山
町
は
、
徳
島
県
に
あ
る
人

口
６
千
余
り
の
小
さ
な
町
で
、
少

子
高
齢
化
が
か
な
り
進
ん
だ
中
山

間
地
域
の
典
型
的
な
場
所
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
こ
の
神
山
町
で

は
、
情
報
技
術
を
駆
使
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
移
転
が
相
当
数
出

て
い
る
。
全
国
的
に
各
自
治
体
が

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
る
中

え
方
に
捉
わ
れ
な
い
民
間
の
自
由

な
発
想
を
実
行
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

を
核
と
し
た
地
域
の
人
材
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
町
内
に
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
た
企
業
、
そ
し
て

そ
れ
に
対
す
る
移
住
者
、
こ
の
３

つ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
町
に

人
を
呼
び
込
む
要
因
と
な
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
参

考
に
し
た
取
組
み
を
問
う

質　
問

　
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
※
１
）、

ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

で
、
民
間
の
発
想
と
力
に
よ
っ
て
、

時
系
列
的
に
計
画
性
を
持
っ
て
移

住
定
住
対
策
が
な
さ
れ
て
き
た
の

が
、
い
わ
ゆ
る
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
見
え
て
く
る
定
住
・
移
住
対

策
事
業
、
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

の
方
策
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

民
間
主
導
に
よ
り
、
人
を
呼
び
、

人
を
育
て
、
つ
な
げ
て
い
く
総
合

的
な
仕
組
み
で
あ
り
、
既
存
の
考

（
※
２
）、
神
山
塾
と
い
う
大
き
な

３
つ
の
柱
が
あ
り
、
こ
れ
を
セ
ッ

ト
で
進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

定
住
・
移
住
対
策
を
進
め
る
に
当

た
り
、
神
山
モ
デ
ル
は
大
き
な
目

標
の
一
つ
で
あ
り
、
東
広
島
版
神

山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
シ
ナ
リ
オ
づ

く
り
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
に
よ

る
雇
用
の
創
出
と
、
将
来
的
に
神

山
町
に
と
っ
て
必
要
な
職
種
の
人

た
ち
を
集
め
る
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
に
よ
る
商
店
街
の
再

生
、
神
山
塾
と
い
う
人
材
育
成
事

業
、
こ
れ
ら
３
つ
の
取
り
組
み
の

相
乗
効
果
に
よ
り
、
多
く
の
移
住

者
を
誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
さ
れ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
、
人
を
呼
び
込
む
仕

掛
け
と
、
そ
れ
を
通
じ
た
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、
効
果
的

な
移
住
・
定
住
対
策
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

移住検討者のお試し滞在住居兼オフィス
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一 般 質 問
人
が
集
う
、元
気
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
！

質問した項目
■�安心して健康に暮らせる支えあ
いのまちについて

■�教育環境の整備とスポーツに親
しめる環境づくりについて

■観光振興について
■農業の持続的発展について

奥
お く

谷
や

　求
もとむ

（創志会）

安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ

る
支
え
あ
い
の
ま
ち
に
！

質

問

　
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
介
護
予
防
等

に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、

高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
営
め
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
目
指
す
べ
き
姿

と
進
捗
状
況
を
問
う
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た

魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り

質　
問

　
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
増
加

傾
向
に
あ
る
な
か
、
観
光
地
と
し

て
確
立
・
発
展
を
目
指
し
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施

策
の
推
進
と
、
観
光
振
興
強
化
の

た
め
の
観
光
に
特
化
し
た
部
署
の

設
置
を
求
め
る
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

関
係
団
体
等
へ
協
力
を
お
願
い

し
な
が
ら「
日
本
酒
文
化
や
歴
史
」

「
西
条
酒
蔵
通
り
」「
豊
か
な
自
然

答　
弁
／
増
田
健
康
福
祉
部
長

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
自

分
の
こ
と
と
し
て
主
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
元
気

す
こ
や
か
健
診
へ
の
受
診
勧
奨
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
し
て

「
通
い
の
場
」
の
設
置
や
、
日
常

生
活
の
支
援
、
医
療
・
介
護
連
携
、

高
齢
者
認
知
症
対
応
な
ど
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
推
進
す
る
。

や
食
」
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
し
、
観
光
振
興
強
化
の
た
め
組

織
の
在
り
方
も
検
討
す
る
。

耕
作
放
棄
地
拡
大
防
止

農
地
の
集
積
支
援
強
化

質　
問

　
農
業
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
、

耕
作
放
棄
地
拡
大
防
止
の
た
め
、

農
地
集
積
や
担
い
手
参
入
に
向
け
、

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
と
、

農
地
所
有
者
の
同
意
や
費
用
負
担

な
し
で
、
基
盤
整
備
事
業
を
実
施

す
る
改
正
土
地
改
良
法
の
積
極
的

な
活
用
を
、
事
業
主
体
で
あ
る
県

に
強
く
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

本
市
は
県
内
で
も
比
較
的
農
地

集
積
は
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
も

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成
に
係

る
担
い
手
等
と
の
意
見
交
換
の
中

で
、
集
積
が
進
む
よ
う
取
り
組
み
、

改
正
土
地
改
良
法
に
つ
い
て
も
県

に
対
し
適
正
な
事
業
実
施
を
強
く

要
求
し
て
い
く
。

酒蔵の街並み
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一 般 質 問
健
康
で
快
適
な
生
活
を

送
る
た
め
に

質問した項目
■健康増進事業
■ゴミ減量化リサイクル推進

小
お

川
が わ

　宏
ひ ろ

子
こ

（公明党）

「
ソ
ル
ガ
ム
き
び
」
の

食
用
と
し
て
の
活
用
を

質

問

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
悩
む
方
が

増
加
す
る
中
、
耕
作
放
棄
地
解
消

に
向
け
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
ソ
ル
ガ
ム
き
び
」
の
実
は
、

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。
本
市
も
産
学
官
連
携
で
実

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

肝
炎
の
重
症
化
予
防

対
策
に
つ
い
て

質　
問

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
受
検
促

進
と
、陽
性
者
の
受
診
勧
奨・フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

答　
弁
／
増
田
健
康
福
祉
部
長

　
「
元
気
す
こ
や
か
健
診
」
の
結

果
を
も
と
に
、
肝
機
能
や
脂
質
代

謝
、
糖
代
謝
等
に
つ
い
て
、
医
療

が
必
要
な
方
へ
訪
問
指
導
等
を

行
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
の
受
診
歴
が
な
い
方
へ

　

成
長
力
の
高
さ
や
、
病
気
や
乾

燥
に
強
い
と
い
っ
た
特
長
か
ら
、

中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
へ
の

栽
培
が
容
易
で
あ
る
こ
と
も
想
定

を
さ
れ
る
が
、
事
例
も
少
な
い
こ

と
か
ら
、
栽
培
技
術
の
習
得
が
課

題
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
信
州

大
学
に
お
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
食
用
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て
の
動
向
を
注
視
し
、
活
用

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
情
報
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

は
、
改
め
て
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、検
査
で
陽
性
と
な
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
１
週
間
以
内

に
肝
疾
患
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

資
格
を
持
つ
保
健
指
導
嘱
託
員
が

家
庭
訪
問
を
実
施
し
、
専
門
医
療

機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
、
２
年
間

の
継
続
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

家
庭
ご
み
有
料
化
で
ス
タ
ー

ト
す
る
取
組
に
つ
い
て

質　
問

　
高
齢
者・障
害
者
を
対
象
に
し
た

ご
み
収
集
の
取
り
組
み
で
あ
る「
ふ

れ
あ
い
収
集
」事
業
等
の
、今
後
の

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

　

一
人
暮
ら
し
や
そ
れ
に
準
ず
る

世
帯
で
、
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
み
を
排
出
す
る
こ

と
が
困
難
な
介
護
保
険
認
定
者
や
、

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
ち
、
一

定
の
等
級
の
方
を
対
象
に
、
10
月

か
ら
１
週
間
に
１
度
、
戸
別
に
収

集
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ソルガムきび
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一 般 質 問
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
市
を
目
指
し
て

質問した項目
■地域農業を守るために
■�市民が安心して暮らせる救急医
療体制の構築に向けて

■道路網の整備について
■障害者差別の解消に向けて

石
い し

原
は ら

　賢
け ん

治
じ

（市民クラブ）

農
福
連
携
で
農
業
労
働
力

の
確
保
を

質

問

　
農
業
は
、
担
い
手
の
高
齢
化
に

伴
い
労
働
力
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

農
業
の
新
た
な
担
い
手
の
創
出
、

農
業
労
働
力
の
確
保
、
農
業
の
活

性
化
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち

の
力
を
活
用
す
る
こ
と
も
、
一
つ

の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

な
が
り
や
雇
用
、
生
き
が
い
の
創

出
な
ど
、
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
を
生

み
出
す
も
の
で
あ
り
、
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
農
福
連
携
の
仕
組
み
づ

く
り
を
今
後
検
討
し
た
い
。

初
期
救
急
医
療
体
制
の

再
構
築
に
向
け
て

質　
問

　
市
民
の
暮
ら
し
に
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
に
は
地
域
医
療

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
、
初
期
及
び
二
次
救

急
の
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
図
る
た
め
に
は
初
期
救
急
の
役

割
を
果
た
す
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
市
民
へ

の
啓
発
も
重
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

初
期
救
急
の
充
実
の
た
め
医
師

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
初
期
救
急
の
再
構
築
に
当
た
っ

て
は
、
市
が
単
独
で
実
施
で
き
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
今
後
、
医

師
会
や
関
係
機
関
等
に
協
力
を
求

答　
弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

農
福
連
携
は
、
農
業
活
性
化
の

面
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
の
つ

め
つ
つ
、
早
期
に
夜
間
・
休
日
急

患
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、
市
民
啓
発
に
つ
い
て
は
、

身
近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持

つ
こ
と
の
重
要
性
を
啓
発
し
適
正

受
診
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

市
の
発
展
・
活
性
化
に

つ
な
が
る
道
路
整
備
を

質　
問

　
道
路
は
人
々
の
日
常
生
活
を
守

り
、
経
済
活
動
の
基
盤
を
構
成
す

る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
寺
家
駅

と
広
島
大
学
を
結
ぶ
道
路
の
整
備

が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
下
田
副
市
長

　

寺
家
駅
と
広
島
大
学
間
の
道
路

新
設
や
周
辺
の
新
た
な
土
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
人
口
20
万
都
市
の

受
け
皿
づ
く
り
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
現
行
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
な
が
ら
、
開
発
動
向
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
注
視
す
る

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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一 般 質 問
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち

東
広
島
市
の
実
現
に
向
け
て

質問した項目
■保育施設について
■総合交通戦略について
■東広島市ホームページについて

大
だ い

道
ど う

　博
ひ ろ

夫
お

（創志会）

保
育
施
設
の
実
態
調
査
と

公
表
に
つ
い
て

質

問

　

今
年
の
３
月
、
兵
庫
県
に
て
、

こ
ど
も
園
の
全
国
初
の
認
定
取
り

消
し
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
が
、

本
市
に
お
い
て
、
保
育
施
設
の
実

態
調
査
は
ど
の
よ
う
に
公
表
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

認
可
保
育
施
設
は
１
年
に
１
回

病
院
等
に
お
い
て
、
事
業
主
が
雇

用
す
る
労
働
者
の
乳
幼
児
を
保
育

す
る
施
設
で
、
広
島
県
も
共
同
施

設
の
事
業
所
内
保
育
施
設
を
開
設

し
て
い
る
が
、
本
市
の
企
業
が
、

事
業
所
内
保
育
に
取
り
組
む
場
合
、

市
と
し
て
支
援
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
。

答　
弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

国
の
助
成
制
度
が
平
成
28
年
度

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
企
業
が
設

置
す
る
認
可
外
の
保
育
施
設
に
、

認
可
施
設
並
み
の
助
成
を
す
る
も

の
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
企
業
等
か
ら
の

指
導
監
査
を
実
施
し
、
認
可
外
の

保
育
施
設
も
１
年
か
ら
２
年
に
１

回
の
指
導
監
督
を
行
い
、
安
全
性

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
が
、
監
査

結
果
等
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
情
報
提
供
は
行
っ
て
い
な

い
。
公
開
を
し
て
い
る
例
も
あ
る

の
で
、
今
後
検
討
す
る
。

事
業
所
内
保
育
の
市
と
し

て
の
支
援
に
つ
い
て

質　
問

　

事
業
所
内
保
育
と
は
、
企
業
、

問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
市
の
状

況
や
補
助
制
度
の
説
明
を
行
い
、

企
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
展
開
で

き
る
よ
う
支
援
を
し
て
い
る
。

交
通
空
白
地
域
の
対
策
と

地
域
支
援
に
つ
い
て

質　
問

　
交
通
空
白
地
域
に
つ
い
て
、
平

成
28
年
度
市
民
満
足
度
調
査
報
告

書
に
よ
る
と
、「
す
べ
て
の
人
に

と
っ
て
移
動
し
や
す
い
公
共
交
通

機
関
の
充
実
」
は
、
重
要
度
が
高

く
、
満
足
度
が
低
い
と
な
っ
て
い

る
が
、
対
策
方
法
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

交
通
空
白
地
域
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
鉄
道
や
路
線
バ
ス
な
ど
の

交
通
幹
線
軸
を
明
確
に
し
、
地
域

へ
の
フ
ィ
ー
ダ
ー
の
路
線
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
や
民
間
活
力

の
活
用
に
よ
る
取
り
組
み
は
、
既

存
路
線
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
今
後
の
あ
り
方
を
模
索

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

広島県が共同開設した事業所内
保育施設「イクちゃんち」
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一 般 質 問
農
業
振
興
に
つ
い
て

本
市
の
考
え
を
問
う
！

質問した項目
■農業振興について
■危機管理体制について
■福祉事業について

岡
お か

田
だ

　育
い く そ う

三
（創生会）

小
規
模
農
家
が
地
域
農
業

を
支
え
て
い
る

質

問

　
市
内
で
も
８
割
は
、
小
規
模
稲

作
農
家
で
、
米
の
30
年
問
題
に
直

面
す
れ
ば
、
荒
廃
地
化
が
懸
念
さ

れ
る
。
例
え
ば
、
複
数
農
家
を
グ

ル
ー
プ
化
し
、
営
農
経
営
が
で
き

る
仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

グ
ル
ー
プ
営
農
は
Ｊ
Ａ
広
島
中

央
が
事
業
着
手
さ
れ
て
い
る
が
、

集
落
法
人
の
設
立
が
困
難
な
地
域

な
ど
に
お
い
て
、
課
題
解
決
に
向

け
た
、
有
効
な
取
り
組
み
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
広
島
中
央
の
今
後
の
活
動
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支

援
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
活
用
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

質　
問

　
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
に
は
、
技
能

認
定
資
格
の
取
得
が
必
要
だ
が
、

広
島
県
内
で
の
取
得
施
設
の
設
置

要
望
、
資
格
取
得
費
用
の
助
成
等

に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
部
局
を
越
え
、
多
岐
に

わ
た
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る
が
、

総
合
的
な
所
見
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

本
年
度
の
導
入
支
援
を
確
実
に

実
行
し
、
運
用
状
況
を
検
証
す
る

中
で
、
認
定
取
得
施
設
の
県
内
設

置
や
取
得
助
成
な
ど
も
含
め
て
、

優
先
的
に
対
応
す
べ
き
課
題
を
精

査
し
つ
つ
、
利
用
促
進
に
向
け
た

施
策
展
開
も
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、総
合
的
な
活
用
は
、様
々

な
分
野
で
多
様
な
可
能
性
が
あ
り
、

民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
活
用
の

可
否
な
ど
検
討
を
重
ね
な
が
ら
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。

敬
老
事
業
の
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て

質　
問

　
本
市
の
敬
老
事
業
は
、
対
象
年

齢
、
助
成
金
は
県
内
で
は
一
番
で

あ
り
、
高
齢
者
の
方
を
本
当
に
敬

愛
さ
れ
、
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
て
い

る
証
拠
だ
と
思
う
が
、
今
後
、
対

象
者
が
増
え
続
け
て
い
く
中
で
、

敬
老
事
業
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
弁
／
増
田
健
康
福
祉
部
長

　

敬
老
事
業
は
高
齢
者
の
多
年
の

御
労
苦
に
感
謝
し
、
長
寿
を
祝
う

こ
と
が
大
き
な
目
的
だ
が
、
高
齢

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
財

政
事
情
を
踏
ま
え
る
と
、
補
助
単

価
、
参
加
対
象
者
の
年
齢
な
ど
も

検
討
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
今
後

の
状
況
や
他
市
の
取
り
組
み
な
ど

も
参
考
に
検
討
し
た
い
。

ドローンを活用した農作業
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一 般 質 問
一
人
一
人
が
地
域
で
輝
く

社
会
の
財
源
保
障
を
！

質問した項目
■国民健康保険特別会計について
■地域の医療体制について
■小規模企業の振興について
■�コンパクトシティーのまちづく
りについて

谷
た に

　晴
は る

美
み

（日本共産党）

保
険
税
増
税
案
に
は

公
費
で
解
決
す
べ
き
！

質

問

　
報
道
で
各
市
町
の
保
険
料
率
の

試
案
が
発
表
さ
れ
、
本
市
も
ふ
え

る
計
算
だ
が
、
本
市
の
国
保
会
計

で
基
金
残
高
は
８
億
６
千
万
円
余

り
。
激
変
緩
和
措
置
で
あ
れ
ば
、

基
金
を
活
用
し
、
本
市
独
自
の
施

策
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
税
を

引
き
下
げ
る
取
り
組
み
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
成

立
を
受
け
、
実
行
に
移
す
た
め
の

計
画
づ
く
り
が
大
事
だ
が
、
条
例

制
定
を
含
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
施

策
展
開
や
、
施
策
の
た
め
に
必
要

な
財
源
確
保
の
状
況
を
問
う
。

答　
弁
／
前
藤
産
業
部
長

　

法
律
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
中
小

企
業
に
対
す
る
融
資
や
、
商
店
な

ど
個
店
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の

商
業
振
興
の
取
り
組
み
、
も
の
づ

く
り
の
新
事
業
展
開
へ
の
支
援
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
経
営
発
達
支
援
計
画

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

本
市
で
は
、
当
該
基
金
は
新
制

度
移
行
後
に
、
例
え
ば
保
健
事
業

の
拡
充
や
予
算
編
成
時
に
は
見
込

め
な
か
っ
た
事
情
に
よ
る
収
納
不

足
に
よ
り
、
事
業
費
納
付
金
に
不

足
が
生
じ
た
場
合
の
財
源
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

小
規
模
企
業
振
興
法
の

実
効
あ
る
条
例
制
定
を

質　
問

に
基
づ
く
事
業
の
充
実
を
図
る
た

め
補
助
金
を
増
額
し
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
は
リ
ス
ク
あ
り
！

質　
問

　
青
森
市
や
秋
田
市
は
全
国
で
早

く
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の

取
り
組
み
を
始
め
て
お
ら
れ
る
が
、

う
ま
く
進
ん
で
い
る
と
は
思
え
な

い
。
考
え
方
を
問
う
。

答　
弁
／
加
藤
都
市
部
長

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
手
法
で
、
都
市
の
コ

ン
パ
ク
ト
化
に
よ
り
、
文
化
・
福

祉
・
商
業
等
の
機
能
を
一
定
の
エ

リ
ア
に
誘
導
し
、
ま
ち
の
活
性
化

や
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
効
率
化
に

つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、

全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
、
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
自
治
体

ご
と
に
地
形
や
人
口
の
推
移
、
都

市
交
通
、
都
市
機
能
等
の
構
造
が

異
な
っ
て
い
る
の
で
、
定
住
環
境

の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
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一 般 質 問
危
機
管
理
行
政
に
つ
い
て 質問した項目

■危機管理行政について
■政策企画行政について

加
か

根
ね

　佳
よ し

基
き

（公明党）

本
市
管
内
の
踏
切
事
故

対
策
に
つ
い
て
伺
う

質

問

　
特
に
、交
通
量
が
多
い
踏
切
近
く

の
幹
線
道
路
で
は
、渋
滞
が
慢
性
化

し
、交
通
の
隘あ
い
ろ路
と
な
っ
て
い
る
箇

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。ま
た
、歩
行

者
の
滞
留
や
横
断
時
に
お
け
る
、安

全
性
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

早
急
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　
勝
手
踏
切
を
利
用
す
る
住
民
は

多
く
、
危
険
な
の
は
わ
か
る
が
先

祖
の
お
墓
や
畑
等
々
が
あ
り
、
守

る
た
め
に
も
生
活
道
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。
安
全
を
考
え
る
な
ら
、

別
な
方
法
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
見
解
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

鉄
道
交
差
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
立
体
交
差
が
有
効
だ
が
、

こ
れ
に
は
多
額
の
経
費
と
随
分
な

時
間
を
要
す
る
な
ど
課
題
が
多
く

残
っ
て
い
る
。
事
情
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
危
険
を
回
避
す
る
最
善

の
方
法
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と

協
議
を
進
め
た
い
。

　

踏
切
の
安
全
を
確
保
す
る
に
は
、

踏
切
の
幅
員
を
広
げ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
関
係
機
関
と
の
協

議
や
、
踏
切
の
両
側
の
市
道
拡
幅

に
伴
う
用
地
確
保
な
ど
の
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
幅
員
減
少
や
車

幅
の
最
大
幅
を
示
す
道
路
標
識
の

設
置
な
ど
、
可
能
な
限
り
安
全
対

策
を
行
い
た
い
。

遮
断
機
の
な
い
踏
切
や
勝

手
踏
切（
※
）の
安
全
対
策

質　
問

奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

質　
問

　
若
手
社
員
の
確
保
は
、
中
小
企

業
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

が
、
一
方
で
、
卒
業
後
に
奨
学
金

の
返
済
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
若

者
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
奨
学
金

返
済
支
援
制
度
は
、
若
手
人
材
の

確
保
や
定
着
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
る
が
、
奨
学
金
返
還
支
援

に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

本
市
と
し
て
は
、
選
ば
れ
る
都

市
と
し
て
、
ま
ず
は
就
職
先
と
な

る
企
業
の
誘
致
や
市
内
企
業
の
育

成
な
ど
産
業
基
盤
の
整
備
に
尽
力

し
、
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
事
例
に
つ
い
て

注
視
を
し
な
が
ら
効
果
等
を
検
証

し
た
上
で
、
導
入
に
つ
い
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

寺家駅と八本松駅の間の踏切

※…�鉄道事業者によって正規の踏切として設置されたものではないが、住民が線路を渡るた
めに多く利用しており、事実上の踏切として機能している場所。
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一 般 質 問
小
中
学
校
及
び

地
域
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
問
う

質問した項目
■学校施設の今後について
■地域センターの運営について

中
な か が わ

川　修
おさむ

（市民クラブ）

学
校
の
洋
便
器
化
と

暑
熱
対
策
に
つ
い
て

質

問

①�

洋
便
器
化
の
進
む
中
、
市
の
小

中
学
校
に
お
け
る
現
状
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
考
え
方
を

問
う
。

②�

学
校
校
舎
の
現
在
の
暑
熱
対
策

と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
大
垣
学
校
教
育
部
長

①�

平
成
28
年
４
月
１
日
時
点
で
の

地
域
セ
ン
タ
ー
の
統
合
計

画
に
つ
い
て

質　
問

　
高
屋
西
及
び
八
本
松
地
域
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
32
年
度
に
複
合
化

さ
れ
る
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、
そ

の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

市
民
ニ
ー
ズ
や
将
来
の
人
口
動

態
、
人
口
構
成
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、

施
設
の
あ
り
方
や
建
設
場
所
等
に

つ
い
て
地
元
の
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
、
計
画
ど
お
り
事
業
推
進

が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

洋
便
器
化
率
は
42.9
％
で
、
全
国

平
均
と
同
程
度
、
県
平
均
を
約

10
％
上
回
る
状
況
で
あ
る
が
、

洋
便
器
の
設
置
数
が
数
個
と

い
っ
た
学
校
も
あ
り
計
画
的
に

洋
式
化
を
行
う
。

②�

一
層
の
暑
熱
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
全
て
の
教
室
に
冷

房
を
設
置
し
た
場
合
、
約
30
億

円
を
要
す
る
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用

も
含
め
今
後
慎
重
に
検
討
を
進

め
る
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
設
備
や

備
品
関
係
に
つ
い
て

質　
問

①�

老
朽
化
し
た
空
調
設
備
の
更
新

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

②�

事
務
機
器
の
管
理
運
営
の
考
え

方
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

①�

今
年
度
新
た
に
「
東
広
島
市
公

共
施
設
の
適
正
配
置
に
係
る
実

施
計
画
」
と
整
合
し
た
「
設
備

に
関
す
る
整
備
方
針
」
を
作
成

し
た
。
緊
急
的
な
対
応
を
要
す

る
も
の
は
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
今
後
は
予
防
保
全
の
考
え

方
に
よ
り
計
画
的
な
設
備
更
新

に
努
め
た
い
。

②�

地
域
セ
ン
タ
ー
の
事
務
機
器
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
も

配
慮
し
つ
つ
、
必
要
性
と
費
用

対
効
果
を
検
討
し
て
対
応
す
る
。

八本松地域センター
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一 般 質 問
「
住
み
よ
く
安
全
で
安
心
な
」

街
づ
く
り
と
は
！

質問した項目
■食品ロスの市の対応について
■�生活道路における歩行者等の安
全確保について

■�公共施設・学校施設などのトイ
レについて

竹
た け

川
が わ

　秀
ひ で

明
あ き

（公明党）

食
品
ロ
ス
削
減
の
市
の
対

応
に
つ
い
て

質

問

①�

食
品
の
賞
味
期
限
、
消
費
期
限

の
正
し
い
理
解
と
周
知
に
つ
い

て
問
う
。

②�

「
使
い
切
り
」「
食
べ
切
り
」「
水

切
り
」
で
生
ご
み
を
減
量
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

③�

30
・
10
運
動
（
※
１
）
を
市
民

や
業
者
へ
の
周
知
と
運
動
の
定

着
へ
の
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
天
神
山
生
活
環
境
部
長

①�

家
庭
で
で
き
る
食
品
ロ
ス
削
減

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
提
案

し
な
が
ら
啓
発
活
動
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

②�

効
果
的
な
取
り
組
み
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
、
市
民
の
皆

様
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

③�

市
の
特
徴
を
生
か
し
た
市
民
ぐ

る
み
の
運
動
と
な
る
よ
う
、
市

民
団
体
や
事
業
者
と
の
連
携
を

進
め
た
い
。

生
活
道
路
の
歩
行
者
等
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

質　
問

①�

危
険
生
活
道
路
の
掌
握
と
安
全
対

策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

②�

生
活
道
路
の
ゾ
ー
ン
30（
※
２
）

の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

③�

ゾ
ー
ン
30
協
議
会
立
ち
上
げ
、趣

旨・設
置
場
所
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　
　
　
　
下
田
副
市
長

①�

歩
道
整
備
さ
れ
て
い
な
い
道
路

は
市
内
に
約
２
千
100
㎞
あ
る
。

全
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
危
険
箇
所

を
掌
握
し
対
処
し
て
い
る
。

②�

今
年
３
月
、
黒
瀬
で
整
備
さ
れ
、

現
在
、
乃
美
尾
小
周
辺
で
検
討

さ
れ
て
い
る
。

③�

地
域
住
民
の
合
意
、関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
す
る
。ゾ
ー
ン
で
の

街
頭
啓
発
に
よ
り
周
知
す
る
。

公
共
施
設
・
学
校
施
設
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て

質　
問

①�

公
共
施
設
の
高
齢
者
・
幼
児
等

の
ト
イ
レ
環
境
に
つ
い
て
問
う
。

②�

公
共
施
設
の
和
便
器
、
洋
便
器

の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。

③
洋
便
器
の
整
備
方
針
を
問
う
。

答　
弁
／
倉
本
財
務
部
長

①�

ト
イ
レ
に
必
要
と
さ
れ
る
環

境
の
把
握
に
努
め
て
い
る
が
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
整
備
は
十
分

に
は
進
ん
で
い
な
い
。

②�

施
設
に
よ
り
整
備
状
況
に
ば
ら

つ
き
が
あ
り
、
利
用
者
に
御
不

便
を
お
か
け
し
て
い
る
。

③�

計
画
的
な
整
備
を
行
い
、
誰
も

が
安
心
し
利
用
で
き
る
ト
イ
レ

環
境
の
向
上
に
努
め
る
。

黒瀬桜が丘一丁目の「ゾーン30」

※（１）…�松本市で実施されている、宴会での乾杯後の30分と終了前の10分は自席で食事
を楽しむ、食品ロス削減の取り組み。

※（２）…�最高速度30キロの速度規制を実施し、区域内における速度抑制や、抜け道として
通行する行為の抑制等を図る生活道路対策。
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一 般 質 問
ど
う
な
る
国
保

　
セ
ー
フ
ネ
ッ
ト
「
最
後
の
砦
」

質問した項目
■�国民健康保険の都道府県移管に
伴う対応について

■�外国籍市民の増加に伴い問われ
る多文化共生施策

赤
あ か

木
ぎ

　達
た つ

男
お

（市民クラブ）

都
道
府
県
移
管
の

背
景
と
メ
リ
ッ
ト

質

問

　

保
険
料
収
入
が
厳
し
い
一
方
、

医
療
給
付
や
保
健
事
業
は
増
大
す

る
構
造
的
な
問
題
の
対
策
な
く
移

管
さ
れ
る
が
、
国
保
の
安
定
的
な

持
続
化
は
可
能
な
の
か
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

同
一
の
所
得
水
準
・
世
帯
構
成

で
あ
れ
ば
、
県
内
の
ど
こ
に
住
ん

で
も
同
一
の
保
険
料
と
な
る
統
一

保
険
料
率
と
す
る
た
め
の
調
整
、

医
療
費
水
準
の
適
正
化
、
各
市
町

の
収
納
率
の
向
上
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
制
度
と

な
る
よ
う
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

ど
う
な
る
市
民
負
担
と
医

療
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

質　
問

　
県
が
示
し
た
本
市
の
保
険
料
の

試
算
は
標
準
世
帯
で
１
万
９
千
665

円
（
5.4
％
）
増
え
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
負
担
は
増
え
る
の
か
、

医
療
給
付
や
保
険
事
業
の
サ
ー
ビ

ス
は
低
下
し
な
い
の
か
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

現
時
点
で
は
未
確
定
の
国
の
財

政
支
援
が
算
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

１
人
当
た
り
の
医
療
費
の
伸
び
に

加
え
、
こ
れ
ま
で
市
町
の
国
保
特

別
会
計
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
、

前
年
度
繰
越
金
、
一
般
会
計
繰
入

金
な
ど
で
保
険
料
を
引
き
下
げ
て

き
た
も
の
を
、
保
険
料
で
賄
う
こ

と
と
な
る
た
め
、
現
行
よ
り
も
高

く
な
り
や
す
い
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。

ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
国
際
交

流
協
会
の
創
設
を

質　
問

　
引
き
続
き
増
加
が
予
想
さ
れ
る

外
国
籍
市
民
と
の
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

推
進
母
体
と
な
る
新
た
な
組
織
が

必
要
で
あ
る
。
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

国
際
交
流
協
会
の
創
設
と
、
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

答　
弁
／
槇
原
副
市
長

　

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
を
推

進
す
る
た
め
、
本
市
に
必
要
な
組

織
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
本
市

の
国
際
化
を
進
め
る
拠
点
と
し
て

団
体
や
市
民
が
気
軽
に
集
い
、
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を

あ
わ
せ
持
つ
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
は
、
大
変
有
効

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後

も
他
市
町
の
取
り
組
み
や
市
民
等

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
検
討
す
る
。

「にほんごきょうしつ東広島」の様子
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一 般 質 問
原
理
・
原
則
に
立
ち
返
り

　
　
　
　
　
教
育
の
再
生
を
！

質問した項目
■教育の原理・原則を問い直す
■どうする地域再生

宮
み や

川
か わ

　誠
や す

子
こ

（威信会）

教
育
の
現
状
と
戦
後
教
育

の
過
ち

質

問

　
戦
後
の
学
歴
偏
重
の
偏
差
値
教

育
は
、
大
学
の
レ
ベ
ル
の
低
下
を

招
い
た
。「
勉
強
は
好
き
な
人
が

す
れ
ば
い
い
。
嫌
い
な
人
は
社
会

に
出
れ
ば
い
い
。」
を
当
た
り
前

と
す
る
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る

社
会
に
戻
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

教
育
か
ら
の
宗
教
の
排
除
が
、
人

を
蹴
落
と
し
て
で
も
自
分
さ
え
よ

け
れ
ば
い
い
人
た
ち
を
作
っ
た
。

考
え
を
問
う
。

答　
弁
／
津
森
教
育
長

　

大
学
入
学
を
最
大
目
標
と
す
る

学
歴
重
視
の
教
育
観
が
高
等
教
育

の
質
的
な
低
下
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
は
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
子
ど

も
達
に
は
、
大
学
進
学
に
関
わ
ら

ず
、
変
化
の
激
し
い
社
会
に
適
応

し
、
自
ら
の
意
思
で
人
生
を
切
り

開
く
力
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

宗
教
心
に
つ
い
て
は
、
人
間
と
し

て
崇
高
な
考
え
を
尊
重
す
る
態
度

の
育
成
は
、
人
間
と
し
て
の
生
き

方
へ
の
考
え
を
深
め
る
と
考
え
る
。

人
が
育
つ
摂
理
を
知
っ
て

い
た
戦
後
以
前
の
日
本
人

質　
問

　
親
は
苦
労
さ
せ
た
く
な
い
か
ら

子
ど
も
に
勉
強
さ
せ
る
が
、
人
は

懸
命
に
生
き
る
こ
と
で
自
分
を
磨

き
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
も
の
だ
。

苦
労
し
て
で
も
子
ど
も
な
り
の
ド

ラ
マ
を
生
き
さ
せ
て
や
る
必
要
が

あ
る
。
あ
れ
こ
れ
心
配
す
る
の
は

子
ど
も
を
信
じ
て
い
な
い
こ
と
の

裏
返
し
で
あ
り
、
子
ど
も
を
信
じ

受
け
止
め
て
や
る
こ
と
が
大
人
の

役
割
だ
と
思
う
。
考
え
を
問
う
。

答　
弁
／
津
森
教
育
長

　

ご
指
摘
は
、
学
校
で
個
性
を
伸

ば
す
指
導
に
加
え
て
、
家
庭
や
社

会
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
子
ど
も
が
自
己
肯
定
感
が

低
い
の
は
、
自
己
決
定
の
場
が
少

な
い
か
ら
だ
。
ご
指
摘
の
「
あ
り

の
ま
ま
の
姿
を
見
つ
め
、
信
じ
て

や
る
こ
と
」
と
非
常
に
相
通
じ
る
。

地
域
再
生
の
鍵
を
握
る

移
住
定
住
対
策

質　
問

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
移
住
定

住
対
策
の
有
効
手
段
だ
。
協
力
隊

員
が
新
し
い
風
と
な
り
、
地
域
に

様
々
な
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
市
の
考
え
を
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
、
隊
員
た
ち
の
自
由

な
発
想
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。

考
え
を
問
う
。

答　
弁
／
藏
田
市
長

　

隊
員
自
身
の
定
住
は
も
と
よ
り
、

住
民
自
治
協
議
会
な
ど
多
様
な
主

体
と
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
人
を

巻
き
込
む
こ
と
で
、
制
度
の
特
徴

を
最
大
限
生
か
す
よ
う
取
り
組
む
。

学校の授業風景
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一 般 質 問
「
人
々
か
ら
選
ば
れ
る

　

 

人
口
20
万
都
市
」
の
実
現

質問した項目
■�「人々から選ばれる人口20万都
市」の実現について

■高齢者施策について

岩
い わ さ き

崎　和
か ず ひ と

仁
（創生会）

教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

質　
問

　
教
育
日
本
一
の
東
広
島
市
と
し

て
マ
ン
パ
ワ
ー
充
足
の
た
め
、
教

職
員
を
派
遣
す
る
人
材
セ
ン
タ
ー

の
創
設
が
考
え
ら
れ
る
が
、
執
行

部
の
考
え
を
問
う
。

答　
弁
／
津
森
教
育
長

　

学
校
現
場
に
お
い
て
、
教
員
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
種
多
様
化

し
て
き
て
お
り
、
豊
富
な
経
験
を

持
つ
教
員
が
大
量
退
職
し
、
経
験

年
数
の
少
な
い
教
員
が
ふ
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
学
校
運
営
へ
の
不
安
が
生
じ
て

い
る
。
学
校
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

等
の
非
常
勤
職
員
を
雇
用
し
、
支

援
し
て
い
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す

ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
人
材
セ
ン
タ
ー
等
の

設
立
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
や
手
法
が
有
効
か
、
十

分
に
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

質　
問

　
待
機
児
童
解
消
に
は
保
育
士
確

保
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
が
、
保

育
士
確
保
、
離
職
防
止
の
た
め
に
、

奨
学
金
返
還
補
助
制
度
な
ど
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

答　
弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

効
果
的
な
保
育
士
確
保
策
及
び

離
職
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、

本
市
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
奨
学
金
の
返
還
支
援
や
就
職

準
備
金
な
ど
、
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
の
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
実
効
性
の
高
い
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質　
問

　
現
在
119
人
の
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

来
春
、
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

に
お
い
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目

指
す
気
が
あ
る
の
か
ど
う
か
問
う
。

答　
弁
／
石
原
こ
ど
も
未
来
部
長

　

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い

う
気
持
ち
は
常
に
持
っ
て
職
務
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
来
年
春
に
待

機
児
童
を
解
消
す
る
と
い
う
こ
と

は
非
常
に
高
い
目
標
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。
東
広
島

市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
お

い
て
は
、
平
成
32
年
４
月
を
目
途

に
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
い

う
ふ
う
に
定
め
て
い
る
が
、
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
て
は
、
少
し

で
も
早
い
時
期
に
解
消
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

保育所で遊ぶ子ども達
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一 般 質 問
新
美
術
館
建
設
計
画
の

建
設
費・運
営
費
は
妥
当
か 質問した項目

■福祉・教育行政について
■新美術館について
■教育行政について

重
し げ

森
も り

　佳
か

代
よ

子
こ

（創生会）

建
設
費
５
億
上
昇
と

運
営
費
１
億
の
根
拠
は
？

質

問

①
平
成
28
年
２
月
の
計
画
で
は
16

億
円
で
あ
っ
た
建
設
費
が
、
本
年

４
月
に
は
21
億
円
に
上
昇
し
て
い

る
が
、
１
年
余
り
で
５
億
円
上
昇

し
た
理
由
を
問
う
。

②
中
央
公
園
を
新
美
術
館
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
に
す
る
と
な
る
と
、
一

体
的
に
予
算
化
さ
れ
る
べ
き
も
の

だ
っ
た
と
考
え
る
が
、
公
園
整
備

す
る
。
整
備
費
は
５
千
万
円
を
想

定
し
て
い
る
。

③
他
の
公
立
美
術
館
の
運
営
費
を

も
と
に
面
積
換
算
に
よ
り
推
計
し

て
い
る
。
運
営
方
針
が
決
ま
り
次

第
、
コ
ス
ト
削
減
も
踏
ま
え
、
積

算
を
し
て
い
く
。

発
達
障
害
の
小
中
学
生
推

計
千
人
。
対
策
を
問
う
。

質　
問

　
日
野
市
で
は
、
発
達
障
害
に
対

し
て
部
局
を
超
え
て
０
歳
か
ら
18

歳
ま
で
一
体
的
に
継
続
し
て
支
援

を
し
て
い
る
。
本
市
の
実
態
と
取

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

に
は
さ
ら
に
ど
の
程
度
の
予
算
が

必
要
に
な
る
か
問
う
。

③
運
営
費
は
継
続
的
に
か
か
る
経

費
で
あ
る
。１
億
円
の
根
拠
を
問
う
。

答　
弁
／
下
宮
生
涯
学
習
部
長

①
16
億
円
は
平
成
22
年
度
の
市
場

価
格
を
、
21
億
円
は
平
成
30
年
度

の
発
注
時
点
で
の
市
場
価
格
を
推

計
し
て
算
出
し
た
も
の
。

②
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
推
進

し
、
市
民
が
文
化
芸
術
に
触
れ
あ

う
空
間
の
充
実
を
図
る
た
め
整
備

答　
弁
／
大
垣
学
校
教
育
部
長

　

小
学
校
で
約
７
％
、
中
学
校
で

約
４
％
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
が
い
る
状
況
で
あ
る
。
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
に
的
確
な
実
態
把
握
に
努
め
、

個
別
に
検
討
を
行
っ
た
う
え
で
必

要
な
環
境
の
整
備
や
個
別
の
配
慮

を
進
め
て
い
く
。

大
学
新
テ
ス
ト
に
対
応
で

き
る
能
力
育
成
を
求
め
る

質　
問

　
平
成
32
年
の
大
学
入
試
改
革
に

向
け
て
、
思
考
力
や
判
断
力
・
表

現
力
な
ど
多
様
な
能
力
が
要
求
さ

れ
る
。
市
の
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
弁
／
大
垣
学
校
教
育
部
長

　

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、

各
教
科
等
に
お
い
て
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
解
決
す
る
学
習
課
程
に

お
い
て
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
み
、
他
者
と
協
働
し
て
学
習
活

動
す
る
な
ど
の
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

新美術館のイメージ図
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民生委員児童委員に
職務に必要な情報を！

文
教
厚
生
委
員
会
の
結
論

提
案
の
背
景

平成29年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会
（会期：平成29年６月２日〜22日）

議決した案件
●条例案…12件　●予算案…１件　●承認案…３件　●同意案…３件　●その他…６件

　●委員会提出議案…２件　●議長発議…１件
（●全会一致可決…26件　●賛成多数可決…２件）

Pick Up
〈
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号
〉

「
民
生
委
員・
児
童
委
員
の
活
動
環
境

の
改
善
」に
関
す
る
決
議

　文
教
厚
生
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
所
管
事
務
調
査
の
結
果
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
活
動
環
境
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
当
該
委
員
会
か
ら
決

議
案
を
提
出
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◎
決
議
の
内
容

　個
人
情
報
保
護
法
の
順
守
や
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
な

ど
に
対
す
る
充
分
な
配
慮
を
し
た
上

で
、
今
後
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
に
必
要
な
情
報
の
適
切
な
提

供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一

層
の
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

１

　児
童
に
関
す
る
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
た
情
報
提
供
に
関
し
て
、

母
子
手
帳
交
付
時
に
保
護
者
同
意
を

得
る
た
め
の
様
式
及
び
課
題
発
生
に

対
し
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
タ
イ

ム
リ
ー
か
つ
円
滑
に
支
援
業
務
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
。

２

　生
活
保
護
受
給
者
の
情
報
提
供

に
関
し
て
、身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療

育
手
帳
所
持
者
と
同
様
に
、交
付
時
に

本
人
同
意
を
得
た
上
で
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
適
切
な
支
援
業
務
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

３

　介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の

情
報
提
供
に
関
し
て
、
本
人
同
意
を

得
る
方
法
の
検
討
を
急
ぎ
、
早
期
に

情
報
共
有
を
図
る
こ
と
。

提案者　東広島市民生委員児童委員協議会
●�家族や地域社会とのつながりの希薄化が進み、生活問題・
福祉課題を抱える市民が増えている。
●�地域住民の立場から「その人らしさ」を尊重する支援、「他
の支援の担い手との協働」を築くことが求められている。
●�複雑化する地域住民ニーズに対応するため、行政・専門職
との連携、情報共有の重要性が高まっている。

　民生委員児童委員協議会からの意見聴取、市行政所管部局
からの聴取を通し、地域住民の福祉増進を図る上で、民生委
員児童委員の皆さんに果たしていただいている役割は大きく、
また益々増している。その活動を円滑かつ効果的に展開して
いただくに当たって、必要な情報の共有化を図るとともに、
市行政との緊密な連携のもと、様々な地域福祉の担い手との
協働体制の構築が重要である。
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平成29年第２回定例会　議案の概要

Select.2

Select.1
〈
議
案
第
105
号
〉

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
措
置
対
象
を
拡
大

　地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
に
係

る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
方
法
を
変
更
し
、
軽
減
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。

〈
議
案
第
114
号
〉

山
陽
本
線
八
本
松
構
内
八
本
松
大
橋

を
補
修
し
ま
す

　Ｊ
Ｒ
八
本
松
駅
の
東
側
に
あ
る
八
本
松
大
橋
の
補
修
工
事
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
（
西

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
）
が
行
う
た
め
、
補
修
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

◎
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減

　低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
加
入
者
と
世
帯
主

の
前
年
中
の
合
計
所
得
に
応
じ

て
、
均
等
額
及
び
平
等
割
の
７

割
・
５
割
・
２
割
分
を
軽
減
す

る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
改
定
の
主
な
内
容

　５
割
・
２
割
分
の
軽
減
対
象
世

帯
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

〔改定の主な内容〕
平成29年度（改正後） 平成28年度

７割軽減
対象世帯

33万円以下（改定なし） 33万円以下

５割軽減
対象世帯

33万円＋（27万円×加入
者と特定同一世帯所属者の
数）以下の世帯

33万円＋（26.5万円×加入
者と特定同一世帯所属者の
数）以下の世帯

２割軽減
対象世帯

33万円＋（49万円×加入
者と特定同一世帯所属者の
数）以下の世帯

33万円＋（48万円×加入
者と特定同一世帯所属者の
数）以下の世帯

◎契約の内容
項目 内容

契約相手 西日本旅客鉄道株式会社
契約金額 ４億８，３０３万４，０００円

工事内容
土木工事
　足場仮設撤去工、床版補強工、
　防護柵取替工・補修工、塗装塗替工等

契約期間
議決のあった日の翌日から
　　　　　　　平成31年10月31日まで

八本松大橋

JR山陽本線を横断す
る橋で、平成28年
４月にコンクリート
の剥離があり、補修
を要する状態となっ
ている。
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平成29年第２回定例会　議案の審査経過

本
会
議
の
討
論

●�

議
案
第
106
号（
東
広
島
市
自
転
車
駐

車
場
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　自
転
車
の
交
通
権
を
保
障
す
る
た

め
、
も
っ
と
学
生
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
べ
き
。

　特
に
本
市
で
は
、
遠
距
離
通
学
支

援
制
度
も
一
部
の
み
の
状
況
で
、
今

回
の
一
律
有
料
化
案
で
は
福
祉
の
増

進
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
、
反

対
す
る
。

賛
成

�
加
藤　
祥
一
議
員

　東
広
島
市
で
は
、
西
条
駅
前
の
駐

輪
場
に
続
き
、
寺
家
駅
の
南
北
に
駐

輪
場
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
設
備
は
屋
根
等
の
更
新
や
新
た

な
屋
根
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

　こ
の
有
料
化
に
よ
っ
て
、
秩
序
あ

る
自
転
車
駐
車
場
の
管
理
が
保
て
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

●�

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号（
東

広
島
市
産
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
）

反
対

�

谷　
晴
美
議
員

　委
員
会
で
の
審
査
過
程
で
、こ
の
条

例
の
対
象
に
は
、大
規
模
企
業
も
含
ま

れ
る
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

が
、小
規
模
企
業
振
興
法
と
は
、目
的

か
ら
も
全
く
別
物
で
あ
る
と
認
識
せ

ざ
る
を
得
な
い
。従
業
員
が
５
人
以
下

の
事
業
者
を
小
規
模
企
業
と
し
て
、そ

の
事
業
の
持
続
的
な
発
展
、維
持
を
正

面
か
ら
応
援
す
る
、そ
の
た
め
の
財
源

を
確
保
す
る
条
例
の
作
成
が
必
要
だ

と
感
じ
、反
対
す
る
。

賛
成

�

乗
越　
耕
司
議
員

　本
市
の
商
工
会
議
所
、
ま
た
３
つ

の
商
工
会
で
は
、
経
営
発
達
支
援
計

画
の
認
定
を
受
け
、
そ
し
て
持
続
可

能
補
助
金
を
受
け
て
、
今
現
在
、
積

極
的
に
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
条
例
が
制
定
を
さ
れ
れ
ば
、
本

市
と
し
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
支
援

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
に
お
い
て
も
、
今
ま
で

以
上
に
地
域
の
活
性
化
に
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
確

信
を
し
て
い
る
の
で
、
賛
成
す
る
。

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

議案番号▶ 議
案
第
106
号

委
員
会
提
出

議
案
第
２
号会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○

貞岩　　敬 ○ ○

岡田　育三 ○ ○

坪井　浩一 ○ ○

北林　光昭 ○ ○

加藤　祥一 ○ ○

重森佳代子 ○ ○

池田　隆興 ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○

宮川　誠子 ○ ○

杉原　邦男 ○ ○

高橋　典弘 ○ ○

山下　　守 議 議

牧尾　良二 ○ ○

創 志 会

天野　正勝 ○ ○

大道　博夫 ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○

奥谷　　求 ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○

竹川　秀明 ○ ○

小川　宏子 ○ ○

市民クラブ

中川　　修 ○ ○

石原　賢治 ○ ○

赤木　達男 ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○

中平　好昭 ○ ○

梶谷　信洋 欠 欠

日本共産党 谷　　晴美 × ×

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○
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平成29年第２回定例会　委員会審査概要

委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

�

●�

議
案
第
₁₁₃
号（
平
成
₂₉
年
度
東
広
島

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

�　
　
　
　

選
挙
啓
発
事
業
に
お
け
る

増
額
補
正
に
関
し
て
、
選
挙

啓
発
に
係
る
歌
を
作
成
す
る
理
由
は

何
か
。

　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

が
東
京
で
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
お
い
て
、
今
後
の
啓
発
に
向
け
、

歌
を
つ
く
っ
て
発
信
し
た
い
と
い
う

発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
自
治
体

か
ら
の
関
心
が
複
数
寄
せ
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
選
挙
啓
発
の

歌
を
Ｃ
Ｄ
化
し
よ
う
と
考
え
、
そ
の

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

QＡ

�

文
教
厚
生
委
員
会

�

●�

議
案
第
₁₀₅
号（
東
広
島
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

�　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得

の
算
定
方
法
を
変
更
し
て
、
軽
減
対

象
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
対
象
世
帯
数
は
ど
れ
く

ら
い
に
な
る
の
か
。

Q

　
　
　
　

医
療
費
分
、
後
期
高
齢
者

分
に
つ
い
て
は
５
︐
₉
７
₀

世
帯
、
介
護
分
に
つ
い
て
は
２
︐
₀

３
₆
世
帯
が
対
象
に
な
る
。

�

市
民
経
済
委
員
会

�

●�

議
案
第
₁₀₁
号
～
₁₀₄
号
（
地
域
集
会

所
・
多
目
的
広
場
・
地
域
セ
ン

タ
ー
・
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
墓
園
及

び
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
聖
苑
の
位
置

の
表
示
の
変
更
に
つ
い
て
）

�　
　
　
　

耕
地
及
び
山
間
地
の
地
番

の
重
複
を
解
消
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
山
地
番
の
変
更
等
に

伴
っ
て
施
設
の
住
所
を
変
更
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
平
成
₂₆
年
度
に
地
番

の
変
更
が
あ
っ
た
施
設
も
あ
る
。
こ

れ
ま
で
表
示
を
変
更
し
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

　
　
　
　

山
地
番
の
変
更
に
伴
い
精

査
を
行
う
中
で
判
明
し
た
も

ＡQＡ

の
で
、
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分

に
よ
る
地
番
の
変
更
等
の
理
由
で
条

例
上
の
変
更
が
漏
れ
て
い
た
た
め
で

あ
る
。

�

建
設
委
員
会

�

●�

議
案
第
₉₉
号
（
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
）

�　
　
　
　

平
成
₂₈
年
度
市
道
整
備
事

業
大
河
内
大
沢
線
道
路
改
良

工
事
（
橋
梁
上
部
工
）
の
請
負
契
約

に
つ
い
て
、
工
事
の
内
容
の
一
部
を

変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
請

負
契
約
金
額
を
変
更
が
生
じ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
設
計
段
階
で
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

現
地
を
十
分
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
鉄
筋
の
は
み
出
し
と

余
裕
幅
が
足
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

QＡ

歌を披露する作詞・作曲をされた岡田良二さん
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　平成26年６月に国会で小規模企業振興基本
法が可決・成立されたのち、東広島商工連絡協
議会は地域振興事業において小規模事業者の振
興を重要課題として取り組む中、東広島市条例
の制定を要望しておりました。
　この度、東広島市議会にて「東広島市産業振
興基本条例」の制定が議決されましたことは、
東広島市における小規模企業者の励みとなり、
黒瀬商工会としても力強い支援を頂いたものと
思います。
　今後は、この条例を生かし地域の小規模事業
者の振興に寄与するよう努めてまいる所存です。

　地域の経済や雇用を支える小規模事業者の活
性化は地方創生に必要不可欠です。そのため国
は小規模事業者を強力に支援する「小規模企業
振興基本法」を施行しました。
　こうした状況の中、東広島市においても本条
例の制定により、戦略的に産業振興施策を展開
する体制が整いました。
　当所は本年策定した中期行動計画において小
規模事業者の経営戦略に踏み込んだ伴走型支援
を打ち出しました。条例で謳われていますよう
にこれまで以上に市をはじめ関係機関と連携を
深め一丸となって計画を推進して参る所存です。
　市民の皆様におかれましては、地産地消の推
進など地元産業の振興についてご理解とご協力
をお願い申し上げます。

黒瀬商工会

会長　大田　　泩
東広島商工会議所

会頭　木原　和由

産業経済団体代表者の声

話題TOPICS

産業振興基本条例の制定
市議会提案により
東広島市産業振興基本条例を
制定しました。
この条例は、産業発展が地域活性化の役割を果たすと考え、市の産業
振興に関する基本理念を定めて地域経済を発展させることで市民生活
が向上することを目的としています。安芸津のキャラクター

せんざぶろうくん
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　平成26年６月小規模企業振興基本法が可
決・成立以後、東広島商工連絡協議会は、東広
島市に対し条例の制定を要望しておりましたが、
この度議会にて「東広島市産業振興基本条例」
の制定が議決されました。
　安芸津町には、小規模企業者が多いだけに、
そこに光を当てた同基本法の制定は大きな希望
であり、期待が寄せられておりました。
　今後、東広島市における小規模企業者の励み
となり、商工会としても心強い支援を頂いたも
のであり、この条例が小規模企業者に生かされ
産業の振興に寄与するよう努めてまいります。

　国において小規模企業振興基本法が制定され
たことを受けて、東広島市議会において、産業
振興に関する本条例が委員会提出され、可決さ
れたことを大変喜んでおります。
　広島県央商工会では現在、国が定めた「経営
発達支援計画」の認定を受け、「伴走型小規模
事業者支援推進事業費補助金」と市の支援であ
る「県央地域周遊パスポート作成事業」で新た
な事業展開の農商工連携による、特色ある地域
づくりに取り組んでおります。
　今後も、商工業者の元気が地域の活性化につ
ながるよう、地域の皆様と共にさまざまな事業
に取り組んでまいります。

安芸津町商工会

会長　山下　勇治
広島県央商工会

副会長　下永　　速

基本理念を決めました‼
　産業振興は、事業者の経営努力を基本として、市と様々な団体、市民が協力し合い地
域の資源を活用することで経済の活性化を図ることを基本理念としています。
　産業振興は、基本方針として以下の事を推進します。
○�第一次産業、第二次産業及び第三次産業の関連性を推進し、新たな市場を開拓する。
○�地域に密着した中小企業事業者の持続的な発展を計画します。
○�新しい物を造り出し、社会の変化や市場の変化に対応するよう
努めます。
○�地域の物を積極的に活用し、新しい事業を造り出します。
○�市民の暮らしが良くなるよう様々な就労機会が増えるよう努め
ます。 のん太
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総務委員会議会報告会
◆開催日時：平成29年10月11日（水）
　　　　　　19時〜20時30分
◆開催場所：志和生涯学習センター　ホール
　　　　　　（志和町志和西1432）
◆報告内容：
　　第１部　議会からの報告
　　　　「まちひとしごと創生総合戦略」
　　第２部　意見交換会
　　　　「まちひとしごと創生総合戦略」

文教厚生委員会議会報告会
◆開催日：平成29年10月12日（木）
　　　　　19時〜20時30分
◆開催場所：高美が丘地域センター　ホール
　　　　　　（高屋高美が丘4-34-2）
◆報告内容：
　　第１部　議会からの報告
　　　　「子育て支援について」
　　第２部　意見交換会
　　　　「子育て支援について」ほか

市民経済委員会議会報告会
◆開催日時：平成29年11月７日（火）
　　　　　　14時〜15時30分
◆開催場所：豊栄生涯学習センター　大研究室
　　　　　　（豊栄町鍛冶屋271番地）
◆報告内容：
　　第１部　議会からの報告
　　　　「地域おこし協力隊活動状況」
　　　　「産業振興基本条例について」
　　第２部　意見交換会
　　　　「地域おこし協力隊活動状況」
　　　　「産業振興基本条例について」

建設委員会議会報告会
◆開催日時：平成29年10月16日（月）
　　　　　　19時〜20時30分
◆開催場所：黒瀬保健福祉センター　多目的室
　　　　　　（黒瀬町丸山1286-1）
◆報告内容：
　　第１部　議会からの報告
　　　　「�第四次東広島市総合計画後期基本計

画について」
　　第２部　意見交換会
　　　　「黒瀬町のまちづくりについて」ほか
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耳マーク

東広島市の誇り
� 森

もり
政
まさ
　ちづる（高屋）

地域と私
� 広

ひろ
兼
かね
　優

ゆう
子
こ
（西条）

　主人の転職を機に東広島に来て13年になり

ます。地域協議会も活発で老人施設も多く子

供にも光が当たっていて、東広島市民になれ

てよかったと思っています。その理由の一つ

に、数年前、友達が「住んでいる新しい住宅

地の街灯が少なく暗くて困る。」と話してくれ

た時のこと。どうにかしてあげたいと半信半

疑で同じ街の市議会議員さんの携帯に連絡し

てみたところ、本人が直に話を聞いてくださ

り、なんと翌日には現地へ視察に行き、友人

の話に親身になって相談に乗ってくださった

のです。さすが東広島市の市議会議員さんだ

な、と感動冷めやりませんでした。ありがた

いことに今も困ったときにいつでも飛んでき

て下さる東広島市のヒーローです。

　「一緒にやってみませんか？」と声をかけて

いただき、少しでもお手伝いが出来ればと絵

本の読み語りや体育振興会、おやじの会など、

様々な活動に参加してきました。その中で沢

山の地域の方々との触れ合いを通して、人の

優しさ、温かさに触れ、一人一人の力が一つ

になって活動を成し遂げる素晴らしさに、や

りがいを感じ、娘達が社会人となった今でも

続けてこれたのだと思っています。今は、世

の中も変わり、高齢化の進む地域や、共働き

の方も増え、活動していくことの難しさを

感じますが、未来を担う子ども達のためにも、

仲間と共に地域の方々との触れ合いを大切に

これからも活動を続けていきたいと思います。

平成29年第3回定例会の日程

■委員会等のインターネット中継
　常任委員会や全員協議会の様子が、インターネットライブ中継で視聴できます。市議会ホームページからアクセスできます。
■本会議・委員会の傍聴
　傍聴は当日議会事務局で受け付けます。ご不明な点は議会事務局（₀₈₂）₄₂₀⊖₀₉₆₆へお問い合わせください。

http: / /www.ci ty.higashihiroshima. lg. jp/shgikai / index.html 東広島市議会

8月
日 月 火 水 木 金 土

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 14 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1

初日 常任委員会
（議案審査）

31 1 2

常任委員会
（議案審査）

3 4 5 6 7 8 9

本会議（一般質問）

10 11 12 13 14 15 16

本会議（一般質問） 常任委員会
（議案審査）

17 18 19 20 21 22 23

本会議
（議案審議）

予備日

24 25 26 27 28 29 30
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市議会だより
■発行／東広島市議会
■編集／広報広聴委員会
〒７３９ー ８６０１
東広島市西条栄町８番２９号　
TEL.０８２ー ４２０ー ０９６６
FAX.０８２ー ４２４ー ９４６５
　　　　　　  （議会事務局）

http:/ /www.ci ty.higashihiroshima.lg. jp/shgikai/ index.html

■ ご意見ご感想をお寄せください
　市議会だより・東広島市議会ホームページ
に関するご意見ご感想は、東広島市議会事
務局（左記）までお寄せください。
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福富ダム（福富町久芳）

しゃくなげ湖に架かるしゃくなげ大橋
　福富ダムは、沼田川水系沼田川に、多目的ダムとして建設されたもので、
洪水調整、既得取水の安定化、河川環境の保全、水道用水の供給を目的に
しています。
　また、このダムにより出来た人造湖は福富町の町の花にちなみ「しゃく
なげ湖」と命名されています。


